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推薦論文

MHC—Message Harmonized Calendaring Systemの
設計と実装

乃 村 能 成† 花 田 泰 紀††,☆ 牛 島 和 夫†,☆☆

複数の人間がネットワークを通じて自分達の予定情報を交換する機会は，日増しに増大している．
そのような場合，通常グループウェアと呼ばれるソフトウェアを利用する．しかし，インターネット
を通じて複数組織にまたがる複数人の間で日程調整や予定情報の交換をする場合は，各個人の環境や
利用するツールを強要することは事実上できない．そこで，電子メールやWebを使い，調整や通知
を行うことが通例である．本研究では，周囲の人間が電子メールとWebしか使えない場合でも，周
囲が自分と同じグループウェアを使用しているのと変わらない利便性を得る手法について考察し，そ
れを実現するためのシステムとして，MHC（Message Harmonized Calendaring system）を設計・
実装した．

MHC—Message Harmonized Calendaring System

Yoshinari Nomura,† Yasunori Hanada††,☆

and Kazuo Ushijima†,☆☆

Recently, computer networks such as the Internet become more popular. We have more
opportunities of exchanging schedule information or arranging schedules on a network. In the
past, we were able to use “groupware” for this purpose. But nowadays, computer network
is not as like the groupware demands for. This makes the situation more difficult. In this
paper, we describe what kind of problems would happen when we use schedule information on
a network. Then we describe their solutions. And finally, we describe how the schedule man-
agement system, MHC (Message Harmonized Calendaring system) which we are developing,
works to solve their problems.

1. は じ め に

ネットワーク，とりわけインターネットを通じて外

部組織の人間と予定情報の交換を行う際には，各個人

の環境や利用するツールを強要することができないた

めに，電子メールやWebを使い，調整や通知を行う

ことが通例である．何らかの PDA（Personal Digital

Assistant）やPIM（Personal Information Manager）
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で自分の予定情報を管理している，あるいはグループ

ウェアを利用して予定情報を管理したいと思っている

人間にとって，このような環境は，望ましくないとい

える．

本稿では，周囲の人間が電子メールとWebしか使

えない場合でも，あたかも周囲が自分と同じグルー

プウェアを使用しているのと変わらない利便性を得る

手法について考察し，それを実現するためのシステム

として，MHC（Message Harmonized Calendaring

system）を設計・実装した．

2 章では，まず，複数組織にまたがる複数人の間で

日程調整や予定情報の交換をする場合に発生する問題

点について述べる．3章では，2章で述べた問題点を解

決すべく我々が設計・開発を行っている予定情報管理

本稿の内容は 2000年の DICOMO2000にて報告され，GW

研究会主査により情報処理学会論文誌への掲載が推薦された論
文である．
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システムMHC（Message Harmonized Calendaring

system）に対する要求と，MHCの設計について述べ

る．4 章では，MHCの実装と，実際の使用例につい

て述べる．最後に，5 章で本稿をまとめる．

2. 予定情報管理システムの問題点

先に述べたように，グループウェアや PIMを他組

織の人間との日程調整といった作業に利用することは

難しく，実際あまり利用されていない．それは，大き

く分けて，以下の 2つの問題があるためだといえる．

( 1 ) グループウェアや PIM間での，統一的なデー

タ交換手法が確立されていない．

( 2 ) 他組織の相手に特定のツールを使用するように

強要することはできない．

( 1 )の問題を解決するために，1998年に RFC2445

～2447によって情報交換規格 iCalendarが規定され

た1)∼3)．しかしながら，広く一般に使われていると

はいい難い．代わりに，このようなケースでは，電子

メールでの連絡や調整，Webでの告知を行うことが

一般的である．

また，従来のグループウェアにおける予定情報の管

理手法は，予定情報を共有することが前提になってい

る4)．そのため，( 2 )の問題解決を困難にしている．

このような状況で，グループウェアや PIMを利用

しているユーザ（以下 PIMユーザと略す）が，他者

と予定情報を交換する際に直面する問題を具体的な例

をあげていくつか示す．

• 会合の通知を自分の PIMに登録する

会合の通知は，メールで来る場合と，Webに掲示

される場合が多い．PIMユーザは文章中に書かれ

た内容に基づいて，自分の使用している PIMの

入力項目を埋めることによって登録を行う．Web

に書かれている予定情報を取り込む場合について

も同様で，手で 1 つ 1 つの項目を書き写し，埋

めていくことになる．これを予定情報に遭遇する

たびに行うのは PIMユーザの負担となる．また，

後日，登録した情報に関するWebページやメー

ルを読もうとして，メールやページを探しまわる

こともよくある．

• 自分の予定をWeb上から入力する

他者がWebの会合調整ページに都合を入力する

ように告知することがある．PIMユーザはその

求めに応じて，自分の PIMを開き，その内容と

突き合わせて，自分の都合を図 1 のようなWeb

ページのフォームに入力する．PIMの情報と突き

合わせながら，情報を入力することは意外にユー

図 1 Webフォームへの予定情報の入力
Fig. 1 Input of schedule information using Web forms.

ザの負担となる．

このような入力の手間は，予定情報管理システムの

問題としてたびたび指摘されており，この問題に対し

て，エージェントと呼ばれる技術を用いて，予定情報

の取得を自動的に行う研究が行われている5)．しかし

ながら，自動で情報を取得する場合は，漏れや，必要

でない情報を取得してしまうことが予想される．

上記問題を実用的なレベルで解決するために，我々

は，予定情報管理システムMessage Harmonized Cal-

endaring system（以下MHC）を設計，実装した．

3. MHCの設計

3.1 MHCへの要求

設計の際の要件について，概略を以下に示す．

( 1 ) 予定情報のデータベースは個人専用

他組織との予定情報交換が必要であるので，情

報は，個人の所有物とし，共有しない．必要に応

じたデータ交換をすることで他者と協調を行う．

( 2 ) 情報交換はメールとWebの自然言語

他者から送られてくる予定情報は，基本的に人

間が読んで理解できる自然言語で記述された

Webページやメールである．

( 3 ) データの選別はユーザが行う

メールやWebページが自分に関係のある予定

情報を含んでいるのか，自分の予定情報デー

タベースに登録する必要があるかに関しては，

ユーザが判断する．

一般的にユーザは，自分宛てに来たメールには



2520 情報処理学会論文誌 Oct. 2001

 

図 2 MHCのシステム構成図
Fig. 2 Structure of MHC.

すべて目を通す．また，予定情報が Webに掲

載された場合は，Webブラウザで見に行くはず

である．その際に，情報が自分に関係ある予定

情報を含んでいるかどうかの判断は，ユーザに

とってそれほど負担ではないと考えた．むしろ

ユーザが負担を感じるのは，判断した後に適切

に予定情報管理ツールに入力したり，既存の予

定と衝突がないかどうかを確認したりする部分

である．一度予定情報を含んだメールであると

判断できれば，計算機がその中から日付を抽出

したり，衝突を警告したりすることは，それほ

ど困難ではない．計算機と人間の分業を行う．

( 4 ) メーラやWebブラウザと一体のユーザインタ

フェース

ここでいうメーラとは，日頃ユーザが使用してい

るメールを読み書きするためのアプリケーショ

ンである．( 3 )に述べたようにユーザは，予定

情報をいったんメーラかWebブラウザで目に

することを仮定している．そのため，メーラと

Webブラウザから予定情報の操作を容易に行う

ための機能を実装する．具体的には，メーラと

Webブラウザからの予定入力機能/Webページ

に，自分の予定情報を二重映しで見せる機能/

予定情報から，元になるメールとWebページ

を容易に参照できる機能/予定情報を他者に容

易に転送できる機能，を実現する．

3.2 システムの構成

MHCの構成を図 2に示し，これに基づいて，各部

表 1 MHC DBのヘッダ項目
Table 1 Header structure of MHC DB.

項目名 内容
X-SC-Subject 予定の見出し
X-SC-Day 特定の日付，特定の除外日
X-SC-Location 場所
X-SC-Time 時間
X-SC-Duration 期間
X-SC-Cond 曜日等による日付表現
X-SC-Category 分類キーワード列
X-SC-Alarm アラーム
X-SC-Record-Id レコード識別子

の設計を説明する．

• MHC DB

MHCは，個人が管理するすべての予定情報をこ

のデータベース中に格納する．MHCではメーラ

との連携を第 1に考えているために，データベー

スそのものを，多くのメーラがそのままメールと

して読めるような形式にする．具体的には，1つ

の予定情報は 1つのファイルとし，1ファイルを

1通のメールと同じ形式にし，ヘッダ部と本文と

に分ける．ヘッダ部にはメールが許すRFC822形

式のヘッダに加えて，X-SC-で始まるMHCが管

理するヘッダを含むとする．つまり，以下のよう

なファイルを予定情報として格納することにする．

---------------------------------------

X-SC-Subject: DICOMO2000

X-SC-Day: 20000628 20000629 20000630

X-SC-Category: Work

X-SC-Record-Id: <20000514140849.nom>

Message-Id: <38FD1A3D5D@xxx>

Subject: DICOMO2000 　プログラム

From: foo

To: dicomo2000-ml@xxxx.yyyy.ac.jp

Date: Wed, 19 Apr 2000 11:30:21 +0900

DICOMO 2000 　論文発表者 　各位：

DICOMO2000のプログラムが確定いたしまし

たので，お知らせいたします．

:

---------------------------------------

MHC DBが利用するヘッダ項目は表 1 のとおり

とする．

• mhc

メーラとMHC DBとの間の相互のデータ交換を

行うモジュールとして，mhcを定義する．

( 1 ) メーラで読んでいるメールから予定情報を
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抽出する．読んでいるメールから，自然言

語のパターンマッチングを行うことによっ

て，予定情報を抽出する．

( 2 ) メールに予定情報を付加してMHC DBに

格納する．読んでいるメールを予定情報と

して登録する際に ( 1 )の情報抽出結果を利

用して，ユーザを補助する．

( 3 ) MHC DBの検索結果を 1つのメールフォ

ルダに見せる．

• Private Proxy

メーラとの連携を行うmhcに対して，Webブラ

ウザとの連携を行うために，Private Proxyを定

義する．これは，WebサーバとWebブラウザの

間で HTTP 6)トランザクションの仲介を行う．

( 1 ) Webブラウザで閲覧しているページから

予定情報を抽出する．読んでいるページの

HTMLを解析し，自然言語のパターンマッ

チングを行うことによって，予定情報を抽

出する．

( 2 ) Webブラウザで閲覧しているページに自

分の予定情報を付加して見せる．

( 3 ) 抽出した結果に基づいて，ページに，ユー

ザの予定情報を貼り込み，ユーザの予定確

認を容易にする．また，予定情報をMHC

DBに登録するためのボタンを挿入する．

( 4 ) 読んでいるページを予定情報として登録

する際に ( 1 )の情報抽出結果を利用して，

ユーザを補助する．

( 5 ) MHC DBの検索結果を 1つのカレンダー

Webページに見せる．

3.3 自然言語からの予定情報抽出

先に述べたとおり，自然言語で記述されたメールや

Webページから，予定情報を正確に抽出するのは，か

なり困難である．そこで，MHCでは，文章が予定情報

を含んでいるかどうかの判断は，ユーザに任せる．つ

まり，メールを読んだときに，それをMHC DBに登

録するべきかどうかはユーザが判断する．これによっ

て実用的な抽出精度を確保する．

予定情報の件名は，メールの Subject：やWebペー

ジのタイトルから抽出する．文章中から予定の発生す

る日付を抽出する方法は以下のとおりである．

( 1 ) 文章中から，日付を表す語句をすべて抽出する．

( 2 ) 各日付の前後の文章の関連，インデントの具合

から，加点減点を行う．

– 加点対象

その行が字下げしてある/次回，日程，開始

時間等のキーワードが直前に存在する/変更，

～，延期，開始，といったキーワードが直後

に存在する

– 減点対象

日付の記述方法が，「明後日」のように相対的

記述である/日付が過去のものである/除く，

休み，中止，までにといったキーワードが直

後に存在する/引用を表す ‘>’のような記号

が行頭にある/先頭行近くにあり，インデン

トが深い（議事録の日付であることが多い）

このような規則に基づいて，日付の推測を行うこと

にし，その規則は，ユーザが自由に追加変更できるよ

うにすることにする．

一例として，1996年から，2001年 4月までの，638

通の予定情報を含んだメールについて調査した結果，

正解は 532通，不正解は 73通，繰返しの日程を含む

ために除外したメールは 33通であった．繰返しの日

程を含むメールを不正解とした場合でも約 83%の正

解率である．繰返しの日程を含むメールを除いた場合

は，約 88% の正解率である．この結果から，上記の

手法によって，ユーザの入力を補助するのに十分な日

付情報の抽出精度が得られていると考える．

3.4 ユーザインタフェース

メーラをインタフェースとして利用可能であるだけ

ではなく，Webからデータベースの操作を行えるよ

うにするための CGIと，一般的なカレンダーソフト

に似せた通常の GUIも提供する．

4. MHCの実装と使用例

MHCは図 2で示したように，個人の予定情報を格

納するMHC DBと，それを利用する各種プログラム

によって構成されている．それらについて以下に説明

する．

4.1 gemcal, Webcal

MHCシステムのGUIとして gemcal，Webブラウ

ザインタフェースとして CGIであるWebcalを実装

した．

gemcalはオジェクト指向スクリプト言語Ruby 7)と，

Gtkライブラリを用いて記述した．Webcalは Ruby

と JavaScript 8)を用いて記述した．それぞれの動作画

面の例を図 3，図 4 に示す．

4.2 Private Proxy

Private Proxyは，3.2 節で説明した設計に基づき，

Rubyを用いて記述した．WebブラウザとWebサー

バの間に入り，必要に応じて自分の予定情報を挟み込

んだり，予定入力ページへのリンクを作成したりする
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図 3 gemcalの動作画面の例
Fig. 3 Snapshot of gemcal.

図 4 Webcalの動作画面の例
Fig. 4 Snapshot of Webcal.

ものである．

他者が用意した，図 1の日程調整フォームに対して，

ユーザの予定情報を貼り込むと，図 5 のようになる．

これによって，ユーザは自分自身の予定情報とつきあ

わせながら入力できる．挿入された自分の予定情報を

クリックすることによって，元になったメールやペー

ジの詳細情報を確認することができる．

また，ユーザの予定情報をポップアップさせるアイ

コンを貼り込むこともできる．図 6 では，Webペー

ジ中の日付と思われる部分の横に，ポップアップする

ためのアイコンを挿入している．このアイコンの上に

マウスカーソルを持っていくと，図 7 のように，ユー

ザ自身の予定情報をポップアップしてくれる．また，

このアイコンから，現在閲覧しているWebページを

予定情報としてMHC DBに取り込むことができる．

Private ProxyもWebcalと同様に Rubyを用いて

実装されている．また，アイコン上にマウスカーソル

を持っていくと予定情報がポップアップする機能は，

図 5 予定が貼り込まれたフォームの例
Fig. 5 Web forms with personal schedule.

図 6 Webページに予定情報参照アイコンを挿入した例
Fig. 6 Web page with a personal schedule icon.

図 7 個人の予定情報をポップアップさせた例
Fig. 7 Popup of personal schedule.
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図 8 メールによる予定情報の受信
Fig. 8 E-mail reader receiving schedule information.

図 9 mhcによる予定情報の取り込み
Fig. 9 Import of schedule information using mhc.

JavaScriptを用いて実現されており，ポップアップ自

体の実現には DHTML（Dynamic HTML）9)の技術

を利用している．

4.3 mhc

mhcは Emacsエディタ上で動作しているメーラと

協調して動作し，現在のところ，Mew，Wanderlust，

Gnus，cmailに対応している．これらのメーラと同様

に，mhcは Emacs Lispで記述されている．

mhcは，3.2 節の設計に基づいて実装されており，

ユーザは受け取ったメールをMHC DBに予定情報と

して容易に取り込める．

図 8～図 11 に mhc動作例を示す．図 8 は，Mew

というメーラの画面である．Mewでメールを読んで

いるユーザが予定情報に遭遇する．ユーザは，この情

報を MHCに入力したいと思う．Mewから，サブコ

マンドであるMHCへのインポートを指示する．図 9

は，mhcが当該メールを解析し，日付情報を抜き出し

て，ユーザに提示している例を示している．

図 10は，mhcのカレンダー画面で，入力されたス

ケジュールを表示している．また，mhcはMHC DB

図 10 mhcの動作例
Fig. 10 Snapshot of mhc summary mode.

図 11 mhcから元のメールの参照
Fig. 11 Viewing original e-mail using mhc.

の検索結果をメールの 1フォルダとして扱うことがで

きるため，この画面は，ユーザにとって，Mewのサマ

リ表示画面と同等である．そのため，目的の予定情報

の上で，メールの操作と同様の操作をユーザは行うこ

とができる．図 11は，Mew同様の操作を行って，元

になるメールを参照している例である．その他，返答

や転送といった機能をそのまま使用することができる．

5. お わ り に

本稿では，ネットワーク上で予定情報を利用する際

の問題点を指摘し，その解決法について述べた．我々

が開発を行っている予定情報管理システムMHCにつ

いて述べた．

最後に，今後の課題を列挙する．

• 他の PDAや PIMとのデータ交換

MHCはユーザがメールやWebから予定情報を取

り込むことに重点を置いているが，もともと PIM

や PDAを利用している他のユーザとのデータ交

換をする場合は，やはり機械的に交換できる仕組

みを用意しておく方が，ユーザにとって簡単で確
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実である．現在のところ，Palm Computing 社

の PDAとのデータ交換を実現しているが，Palm

Computing社独自のデータ交換方式を用いてい

るため，対応範囲が限られる．iCalendarのよう

な一般的な規格に準拠して，もともとMHCが持

つメールとの連携機能との融合を考えたい．

• 予定の調整機能の実現
複数の候補日から予定の調整をする作業は，予定

情報の抽出よりも高度な日本語処理を必要とする．

自分が予定を調整する，いわば幹事であるのか，

その他の 1メンバであるのかによって作業の内容

も異なる．1 メンバである場合は，MHC DBの

中から，指定の範囲をメールに挿入して，幹事に

送るメールのドラフトを作成することによって，

現在でもある程度実現できている．ここで問題な

のは，幹事側，すなわち予定を調整する立場にあ

る人間が，どのように作業を進めるべきかという

問題である．一案として，予定を調整するための

フォーム（図 1）を簡単に作成するための仕組み

を提供することが考えられる．この際には，アク

セスコントロールの問題や，どうしてもメールで

返答してくるユーザの問題を考慮しなければなら

ない．

• 予定情報抽出の精度向上
MHCを利用して予定情報を蓄積していくことに

よって，予定情報と，その元になったメールやWeb

ページの組が蓄積される．これらは，予定情報を

抽出すべき問題と正解の組であるといえる．MHC

は，フリーソフトウェアとしてすでに広く利用さ

れているので，それらユーザが保持している問題

と正解の組を利用して，予定情報の抽出精度を向

上させるための新しい方法を提案できる可能性が

ある．この可能性について考えたい．
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(平成 13年 5月 7日受付)

(平成 13年 7月 2日採録)

推 薦 文

本稿は，周囲の人間が電子メールとWebしか使えな

い場合でも，周囲が自分と同じグループウェアを使用

しているのと変わらない利便性を得る手法についての

考察および実装に関するものである．従来のグループ

ウェアとは違い，ユーザすべてが均一な環境を共有す

る必要がないため，近年増加している，インターネッ

トを通じた組織をまたがるスケジュール調整や交換の

手法として有望である．また，本システムは，すでに

実用的なシステムとして広く一般に公開されており，

今後の発展が期待できる．

（GW研究会主査 岡田 謙一）
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